令和2年度の事業報告と新型コロナについて
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今号は例年、前年度の事業報告をすることになっていますが、何といってもまず新型コロナの話をしなければならないと思います。
　新型コロナウイルスの感染拡大は断続的に続いていまして、未だ終息のめどが立っておりませんが6月より予防接種が始まり、65歳以上の人や基礎疾患のある人には接種の予約案内が来るようになりました。また、当法人でも入所施設はかかりつけ医のところに出向いて65歳以上の人や職員への接種ができるようになりました。予防接種がやっと軌道に乗り出しましたのでもう少しの辛抱だと思います。これでコロナが終息に向かうことを祈るばかりです。今号に大阪市手をつなぐ育成会が作成された「新型コロナのワクチン接種（注射）をする前に知っておいて欲しいこと」を掲載していますのでご覧いただけたらと思います。
　当法人では、行政指導の下できるだけ密を避けたりマスクを着用する、検温、換気に気を付ける、手指消毒の励行等のコロナ対応に努めました。今のところ、育成会の関係者でコロナに罹患したとの報告は受けていません。今後もコロナの予防対策は十分にとっていきたいと思っています。
　さてコロナが障がい者に及ぼしたものと言えば何といっても「障がい者が街から忽然と消えてしまった」ということではないでしょうか、感染すれば重症化するリスクを抱える障がい者が外出を控えたこと、通所サービスの利用が制限されたこと、マスク装用が難しい知的障がい者への冷たい視線、こうしたことが障がい者が外に出にくい環境を作っています。
　「障害者が社会で当たり前に生活する」、社会参加を求めて進めてきた我々の活動が後戻りした感があります。生活が制限され、当たり前の日常が奪われたのは国民すべてだと思いますが、そのダメージは障がい者により深刻です。アフターコロナはこれまでの政策動向を後退させない。まずこのことの確認から始めなければならないと思っています。
　コロナの話ばかりになりましたが、事業報告につきましては詳しくはそれぞれの事業所の報告に委ねて、ざっくりとしたところで申し上げますと令和2年度の障害福祉サービス事業の事業活動収支は若干の収入減と支出減で法人全体では例年と変わらない事業運営ができました。コロナ禍の中、職員を始め、保護者、育成会の皆さんの協力のたまものと感謝申し上げます。また昨年度から取り組んでいます里の移転問題は今のところ予定通り進んでいます。しかしながら、就労系の事業所は出向いての販売活動の制限により利用者の皆さんの工賃に大きな影響がありました。バザー等の販売活動に頼りがちな就労事業所のあり方が問われていると思っています。また、居住系の事業所は外出の制限によりストレスフルな状態がなかなか改善できずに経過しました。単調になりがちな、外出ができない生活をいかに屋内でもアクティブに過ごすことができるか、職員の皆さんに知恵を絞っていただきましたが、利用者の高齢化が進む中、アフターコロナにおいても解決すべき課題が残ったと思っています。今年をいろいろな課題を克服する緒となる一年とするべく取り組んで参ります。　皆様の変わらぬご支援ご協力をお願いいたします。
